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【緒言】熱活性型遅延蛍光(TADF)は、一重項励起状態(S1)と三重項励起状態(T1)のエネルギーギャップ
(ΔEST)を小さくすることで、通常では遷移確率が著しく低い T1から S1への逆項間交差(RISC)を熱的に
励起し、本来、無輻射過程で失活する T1の励起エネルギーを利用することが可能な発光プロセスであ

る[1]。しかしながら、TADFを発光材料とした場合、汎用される CBPなどの正孔輸送性の強いホスト系
では、発光材料の電子トラップ性に基づく狭い再結合領域が形成され、燐光材料と同様に高電流密度領

域において一重項‐三重項の励起子間相互作用(STA)およびキャリアバランス因子の低下を要因とする
外部 EL量子効率の低下(roll-off)が観測される。 
 本研究では OLEDの高性能化手法として知られているホスト混合法(mixed Host)[2]を TADF-OLEDに
適用し、再結合サイトの拡大とそれに伴うキャリアバランスの改善により、roll-offを抑制した高性能
素子の実現を目指した。 
 
【実験】本実験で作成した素子の構造を、Fig.1 に示す。真空度 4×10-4Pa 以下の条件で、ホール輸送
層として、bis[N-(1-naphthyl)-N-phenyl]benzidenen(α-NPD)を 35nm、1,3-bis(carbazol-9-yl)benzene(mCP)
を 10nm、発光層として TADF 材料である 1,2,3,5-tetrakis(carbazol-9-yl)-4,6-dicyaobenzene(4CzIPN)を
3wt%でドーピングした混合ホスト 3,3’-di(9H-carbazol-9-yl)biphenyll(mCBP)、bis(9.9’-spirobifluoren-2-yl) 
ketone(SBFK) を 15nm 、 電 子 輸 送 層 と し て 、
2,8-bis(diphenylphosphoryl)dibenzo[b,d]thiophene(PPT)
を 10nm、1,3,5-Tris(1-phenyl-1H-benzimidazol-2-yl)benze 
ne(TPBi)を 55nm成膜し、さらに陰極に LiFと Alを成
膜して素子を作製した。 
 
【結果・考察】正孔輸送性ホスト材料として mCBP
を、電子輸送性ホスト材料として SBFKを用いて Fig. 
1 に示す構成で素子を作成した結果、mCBP や SBFK
を単独で使用した場合に比較して混合比 1:1において
素子の外部発光効率(EQE)が改善されることが判った。
各混合素子の ELスペクトルの解析から、mCBPを単
独使用した素子では PPTの、SBFKを単独使用した素
子では mCPの発光が観測されることから、混合比 1：
1の素子においては HTLまたは ETL側に偏って形成
されていた再結合サイトが、混合によりキャリアバラ

ンスが改善され、広い発光領域の実現とそれ伴う EQE
の改善に繋がったものと推察される。混合ホスト中の

ドープ濃度の影響についても考察を加え、高効率

TADF実現のためのデバイス設計を提示する。 
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Fig. 1 Device structure of OLED 

Fig. 2 EQE-Luminance characteristics 
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